
● 

花
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

や
わ
ら
か
な
春
の
日
差
し
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
中
、
お
釈
迦
さ
ま
の
ご
誕
生
を
祝
う
「
花
ま
つ
り
」
に
先
立
っ

て
、
「
花
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
」
を
行
い
ま
す
。
新
し
い
命
の
誕
生
を
喜
び
、
健
や
か
な
成
長
を
願
う
心
は

親
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
の
共
通
の
思
い
で
す
。 

 

パ
レ
ー
ド
は
、
西
福
寺
門
徒
総
代
・
仏
教
婦
人
会
役
員
の
皆
さ
ん
が
先
導
し
、
子
供
た
ち
が
白
ゾ
ウ
を

引
き
ま
す
。
る
ん
び
に
太
鼓
が
笛
・
鉦
・
太
鼓
に
よ
る
楽
を
奏
で
、
初
参
式
受
式
者
と
そ
の
親
族
、
住
職

と
続
き
ま
す
。 

コ
ー
ス
は
、
西
福
寺
か
ら
東
太
田
児
童
遊
園
（
通
称
ふ
ね
公
園
）
を
時
計
回
り
に
周
回
す
る
道
路
で
、

昼
１
時
頃
よ
り
約
15
分
間
の
行
程
で
す
。
な
お
、
雨
天
の
場
合
は
中
止
い
た
し
ま
す
。
パ
レ
ー
ド
実
施
中
、

コ
ー
ス
周
辺
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
お
か
け
い
た
し
ま
す
。
何
卒
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
賜
わ
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

西
福
寺
住
職 

４
月
８
日
は
、「
花
ま
つ
り
」
で
す
。 

 

『
花
御
堂
』
を
飾
り
、
甘
茶
を
か
け
て
お
釈
迦
さ
ま

の
ご
誕
生
を
祝
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
お
友
達
を
さ

そ
っ
て
、
お
参
り
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
、
素
直
な
、

良
い
子
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！ 

         

■
昼
２
時
か
ら
法
要
（
15
分
程
度
）。 

夜
７
時
ま
で
、
お
参
り
で
き
ま
す
。 

■
先
着
５
０
名
の
方
に
は
粗
供
養
を
進
呈
。 

※
昼
１
時
か
ら
花
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
実
施
。 

か
わ
い
い
白
ゾ
ウ
の
引
き
手
を
大
募
集
！
小
学
生

対
象
。
昼
１
時
ま
で
に
西
福
寺
門
前
に
集
ま
っ
て
く

だ
さ
い
（
粗
菓
差
し
上
げ
ま
す
）。 

☎ 石川欣也
い し か わ き ん や

先生の ☎ 

法話のダイヤル0743-53-4488 

 
 

 
 

 
 

 
 

       

第
二
百
六
十
三
回 

  

日
時 

四
月 

九
日
（
日
）
昼
二
時
～
四
時 

講
師 

本
願
寺
派
布
教
使 

塚

田

博

教

師 

                     

                                        

＾ 

四
月
の
ご
案
内 

春
の
鳥
た
ち
が
、
花
に
誘
わ
れ
里
へ
と
下
り
て
き
ま
し
た
。 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

平
成
二
十
九
年
四
月
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
塚
田
（
つ
か
だ
）
先
生
、
五
十
一
歳
。
箕
面
市
稲
、
教
学
寺
住
職
。

相
愛
大
学
／
京
都
女
子
大
学
付
属
小
学
校
非
常
勤
講
師
。
ビ
ハ
ー
ラ
大

阪
相
談
役
。
生
・
老
・
病
・
死
。
苦
悩
す
る
「
い
の
ち
」
に
ど
う
寄
り

添
う
べ
き
か
、
か
け
が
え
の
な
い
「
い
の
ち
」
の
尊
さ
を
ど
う
伝
え
る

べ
き
か
を
テ
ー
マ
に
各
方
面
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

■
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
こ
ぞ
っ
て
お
参
り
下
さ
い
。 

人

生

講

座 

伝
燈
奉
告
法
要
団
体
参
拝 

平
成
29
年
４
月
28
日 

 

◆
行
者
正
受
金
剛
心 

慶
喜
一
念
相
応
後 

与
韋
提
等
獲
三
忍 

即
証
法
性
之
常
楽 

【
意
訳
】
誓
い
の
海
に 

入
り
ぬ
れ
ば 

信
を
よ
ろ
こ
ぶ 

身
と
な
り
て  

韋
提
の
ご
と
く 

救
わ
れ
る 

や
が
て
さ
と
り
の 

花
ひ
ら
く 

大
海
の
ご
と
く
広
く
深
い
智
慧
に
満
ち
た
阿
弥
陀
仏

の
本
願
に
帰
順
す
る
と
こ
ろ
に
堅
固
で
揺
る
ぎ
な
い
真

実
の
信
心
が
備
わ
る
。
一
心
念
仏
の
行
者
は
、
一
念
慶

喜
の
信
心
が
定
ま
っ
て
い
る
の
で
、
韋
提
希
夫
人
と
等

し
く
喜
・
悟
・
信
の
三
忍
を
得
る
。
喜
・
悟
・
信
の
三

忍
と
は
、
一
つ
は
喜
忍
、
二
つ
は
悟
忍
、
三
つ
は
信
忍

で
あ
る
。
喜
忍
と
は
、
信
心
歓
喜
の
得
益
を
あ
ら
わ
す
。 

悟
忍
と
は
、
仏
智
を
悟
る
。
信
忍
と
は
、
信
心
成
就
の

す
が
た
で
あ
る
。 

韋
提
希
夫
人
は
、
こ
の
三
忍
の
利
益
を
得
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
真
実
信
心
を
具
足
す
る
者
は
、
韋
提
希
夫
人

と
等
し
く
三
忍
を
得
て
、
た
だ
ち
に
法
性
の
常
楽
を
証

す
る
。 

 ◆
源
信
広
開
一
代
教 

偏
帰
安
養
勧
一
切 

専
雑
執
心
判
浅
深 

報
化
二
土
正
弁
立 

【
意
訳
】
源
信
和
尚 

弥
陀
に
帰
し 

お
し
え
か
ず
あ
る 

そ
の
な
か
に  

真
実
報
土

ま

こ

と

の

く

に

に 

う
ま
る
る
は 

深
き
信
に
ぞ 

よ
る
と
説
く 

源
信
和
尚
は
、
ひ
ろ
く
釈
尊
一
代
の
教
を
開
き
、
念

仏
を
選
び
取
り
、
一
切
の
衆
生
に
浄
土
往
生
を
勧
め
た
。 

雑
行
雑
修
の
思
い
を
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

か
な
ら
ず
化
土
懈
慢
国
に
生
ず
る
。
ま
た
、
専
修
正
行

を
唯
一
の
往
生
行
と
思
い
定
め
て
堅
持
で
き
る
人
は
、

か
な
ら
ず
極
楽
浄
土
に
生
ず
る
。 

こ
れ
は
、
専
雑
二
修
の
浅
深
を
判
じ
た
も
の
で
あ
る
。 

宗
祖
が
『
和
讃
』
で
「
報
の
浄
土
の
往
生
は 

お
ほ
か

ら
ず
と
ぞ
あ
ら
は
せ
る 

化
土
に
生
ま
る
る
衆
生
を
ば 

す
く
な
か
ら
ず
と
を
し
へ
た
り
」
と
仰
せ
に
な
っ
た
の

は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。 

早い！きれい！エコ！ 寺報メール便のお申し込みはこちらまで saifukuji@runbini.com 

 

正
信
偈
の
こ
こ
ろ 

⑯ 

 


